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はじめに ～我々の考えるARとは

• 人間の感覚をITで拡張すること

• 日本語では、「拡張現実感」、または「拡張現実」
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我々の考えるARが新聞記事に

朝日新聞（週末版
（be）＆デジタル）に
インタビュー記事が

掲載

朝日新聞デジタル「（今さら聞けない＋）拡張現実〈ＡＲ〉 魔法の世界、ＩＴで実現」
（http://www.asahi.com/articles/DA3S11849480.html）

http://www.asahi.com/articles/DA3S11849480.html
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VR・MR・ARの関係性
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• 要素技術は「(人間の)感覚操作テクノロジ

ー」と共通

【イマ旬!】実用化段階に入り、現実への染み出しも注目されるVR

(http://www.nttdata.com/jp/ja/insights/trend_keyword/2016010701.html)
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弱
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強
空間のリアルタイムセンシング
とそれに基づくリアルタイム
フィードバックが必要

http://www.nttdata.com/jp/ja/insights/trend_keyword/2016010701.html
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本質は感覚操作テクノロジー
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• Reality Control Technology（RCT）と命名済

NTT DATA Technology Foresight 2017

(http://www.nttdata.com/jp/ja/insights/foresight/sp/index.html)

http://www.nttdata.com/jp/ja/insights/foresight/sp/index.html


Copyright © 2017 Advanced IT Consortium to Evaluate, Apply and Drive All Rights Reserved.

RCTの要素技術
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• 3種類の要素技術から構成。

【イマ旬!】実用化段階に入り、現実への染み出しも注目されるVR

（http://www.nttdata.com/jp/ja/insights/trend_keyword/2016010701.html）

http://www.nttdata.com/jp/ja/insights/trend_keyword/2016010701.html
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RCTのインタラクション(空間のAR)
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• フィジカルのインタラクションをサイバー側で制御
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RCTのインタラクション(空間のAR)
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①フィジカルの事物をサイバーに写像
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RCTのインタラクション(空間のAR)
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②サイバー側で事物間のインタラクションを発動
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RCTのインタラクション(空間のAR)
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③フィジカルにインタラクションをフィードバック
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ビジネスAR研究部会の概要

• 略称 ： BizAR部会

• 活動目的：

最先端のAR技術の把握と習得、及び今後の社会やビジネスの変化
を踏まえたARの活用（ビジネスAR）について、研究することを活動
目的とする。さらに活動成果を発信していく。

• 活動内容：

１） ビジネスARを創出、普及・展開するための考察・議論・グループ
活動

２） AR技術への理解を深めるためのプロトタイプ開発・試行実験

３） 上記活動を成果物としてまとめ、外部発信の活性化
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研究アプローチ

• まずは「10～30年後」を考える

10～30年後
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研究アプローチ

• まずは「10～30年後」を考える

• そこから、振り返って現在と少し先を想像、行動
する（バックキャスティング）

現在＆少し先

10～30年後
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『AR百連発』とは

• AR関連の事例をAITC SNSで記録

• 毎年90～100ほどの事例を収集

分類
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Augmented Human!

• 西野貴志サブリーダーから発表
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http://aitc.jp

https://www.facebook.com/aitc.jp

ハルミン
AITC非公式イメージキャラクター

ご静聴ありがとうございました

http://aitc.jp/
https://www.facebook.com/aitc.jp

